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1.  平成21年12月期第3四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第3四半期 45,390 △4.7 1,737 73.6 1,649 70.4 1,066 674.0
20年12月期第3四半期 47,604 △3.7 1,001 △62.3 967 △65.7 137 △89.1

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

21年12月期第3四半期 36.27 ―
20年12月期第3四半期 4.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第3四半期 31,261 11,577 37.0 393.67
20年12月期 33,974 11,104 32.7 377.57

（参考） 自己資本  21年12月期第3四半期  11,577百万円 20年12月期  11,104百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 15.00 ― 10.00 25.00
21年12月期 ― 10.00 ―
21年12月期 
（予想）

10.00 20.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,700 △0.4 1,460 175.4 1,340 193.7 390 ― 13.26
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績予想等の将来に関する記述は、当社が発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、当第３四半期累計期
間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平
成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第3四半期 31,931,900株 20年12月期 31,931,900株
② 期末自己株式数 21年12月期第3四半期 2,522,386株 20年12月期 2,522,174株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第3四半期 29,409,595株 20年12月期第3四半期 29,410,101株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の金融システム不安に端を発した世界的な景気

後退の煽りを受けて大幅に悪化したものの、政府の経済対策による公共投資の増加や輸出及び生産の持ち

直しから、景気は下げ止まった状況で推移いたしました。 

一方、当業界においては、雇用・所得環境が厳しさを増す中で個人消費は弱めの動きとなっており、一

段と厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の中で、当社は「皆様により良いものを１円でも安くご提供する」という方針のもと、

お値打ち感を主とした価値づくりをはじめとして、お客様の視点に立った商品・サービスの提供を実践し

て参りました。 

商品施策では、昨年から実施した人気商品の100円引き企画の継続（６月迄）に加え、５月にはモーニ

ング・ランチメニューの改定、６月には「リブステーキ５９９円」を中心としたスタミナフェアの実施や

プライスポイントである４９９円以下のメニューラインナップ等を充実させたグランドメニューの改定、

９月には秋フェアを実施するなど商品力の強化に努めてまいりました。 

また営業施策では、ＱＳＣ（良い品質・良いサービス・清潔な環境）の改善を図るとともに、既存店舗

の改修の実施を行うなど、既存店の客数増に取り組んで参りました。 

  

その結果、客数は５月、６月、８月、９月に既存店前年比で100％を超えるなど回復の兆しが見えてき

たものの、客単価が前年度を下回って推移したため、当第３四半期連結累計期間における売上高は453億

９千万円（前年同期比4.7％減）、営業利益は17億３千７百万円（前年同期比73.6％増）、経常利益は16

億４千９百万円（前年同期比70.4％増）、四半期純利益は10億６千６百万円（前年同期比674.0％増）と

なりました。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、１月に直営１店舗と６月及び９月にＦＣ各１店舗の出店

を、５月に国内・国外でそれぞれ直営１店舗の退店を行ったことから、当第３四半期連結会計期間末にお

ける店舗数は708店舗（直営663店舗、ＦＣ45店舗）となりました。 

また、当社は保険代理店業務等を行う特例子会社と、中華人民共和国上海市にてファミリーレストラン

事業を行う海外子会社を所有しておりますが、連結業績に占める割合が極めて軽微なため、事業の種類別

セグメント情報及び所在地別セグメント情報は記載しておりません。 

  

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は312億６千１百万円となり、前期末比27億１千３百万円の減少

となりました。 

流動資産は66億４百万円となり、前期末比16億３千６百万円の減少となりました。これは主に現預金の

減少９億３千５百万円と有価証券の減少３億３千万円及び棚卸資産の減少３億６千３百万円によるもので

す。固定資産は246億５千６百万円となり、前期末比10億７千６百万円の減少となりました。これは主に

減価償却費及び減損損失等による有形固定資産の減少８億５千万円によるものです。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（１）資産、負債及び純資産の状況
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流動負債は93億５千４百万円となり、前期末比10億８千６百万円の減少となりました。これは主に支払

サイトの変更に伴う買掛金の減少13億１千１百万円によるものです。固定負債は103億２千８百万円とな

り、前期末比21億１百万円の減少となりました。これは主に長期借入金及び社債の減少18億５千５百万円

によるものです。 

純資産は115億７千７百万円となり、前期末比４億７千３百万円の増加となりました。これは主に利益

剰余金の増加４億７千８百万円によるものです。 

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、27億８千８百

万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況については下記のとおりであります。

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、19億１千７百万円となりました。収入の主な内訳は、減価償却費10億

３千６百万円、たな卸資産の減少額３億６千３百万円、賞与引当金の増加額３億４千４百万円、税金等調

整前四半期純利益14億５千８百万円、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額13億１千１百万円でありま

す。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、５億２百万円となりました。主な内訳は定期預金の払戻による収入25

億５千万円、有価証券の償還による収入５億円、定期預金の預入による支出21億円、有価証券の取得によ

る支出２億円、有形・無形固定資産取得による支出３億３千７百万円であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、29億３千４百万円となりました。主な内訳は長期借入金の返済による

支出21億４千３百万円、配当金の支払額５億６千万円、社債の償還による支出２億３千万円であります。

  

  

平成21年12月期の通期の連結業績予想（平成21年１月１日～平成21年12月31日）につきましては、平成

21年２月13日に公表致しました連結業績予想に変更ありません。 

  

  

（２）キャッシュ・フローの状況

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

ⅰ）固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定しております。 

ⅱ）経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による概

算額で計上する方法によっております。 

ⅲ）繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境及び一時差異の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 なお当第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）については、「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内

閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期

に適用しております。 

  

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によってお

りましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準（企業会計基準第９号

平成18年７月５日公表分）」が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更による損

益に与える影響は軽微であります。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①簡便な会計処理

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用
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第１四半期連結会計期間から平成19年３月30日改正の「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準委員会 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員

会 企業会計基準適用指針第16号）を早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に

変更しております。 

 また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法に

よっております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

  

③リース取引に関する会計基準の適用
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,388,681 5,324,391

売掛金 139,780 154,235

有価証券 － 330,096

商品及び製品 187,805 238,560

原材料及び貯蔵品 834,830 1,147,796

その他 1,056,797 1,050,841

貸倒引当金 △3,365 △4,448

流動資産合計 6,604,529 8,241,473

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,516,927 10,289,413

機械装置及び運搬具（純額） 376,048 371,752

工具、器具及び備品（純額） 693,703 703,685

土地 8,523,024 8,523,024

その他（純額） 5,792 78,508

有形固定資産合計 19,115,496 19,966,384

無形固定資産 112,002 96,063

投資その他の資産   

敷金及び保証金 3,348,504 3,401,215

その他 2,080,584 2,269,857

投資その他の資産合計 5,429,088 5,671,073

固定資産合計 24,656,586 25,733,521

資産合計 31,261,116 33,974,995

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,433,445 3,745,291

1年内返済予定の長期借入金 2,274,700 2,791,812

1年内償還予定の社債 230,000 230,000

未払法人税等 714,741 173,624

賞与引当金 460,316 115,438

その他 3,241,470 3,384,572

流動負債合計 9,354,673 10,440,739

固定負債   

社債 825,000 1,055,000

長期借入金 8,533,250 10,159,200

退職給付引当金 405,521 378,408

役員退職慰労引当金 28,670 63,303

その他 536,379 774,202
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

固定負債合計 10,328,821 12,430,113

負債合計 19,683,495 22,870,853

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,596,595 1,596,595

資本剰余金 2,390,432 2,390,432

利益剰余金 11,389,993 10,911,446

自己株式 △3,770,689 △3,770,582

株主資本合計 11,606,331 11,127,891

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,086 5,500

為替換算調整勘定 △29,797 △29,249

評価・換算差額等合計 △28,710 △23,749

純資産合計 11,577,621 11,104,142

負債純資産合計 31,261,116 33,974,995
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 45,390,481

売上原価 16,301,508

売上総利益 29,088,973

販売費及び一般管理費  

役員報酬及び給料手当 14,709,334

賞与引当金繰入額 448,536

退職給付費用 103,855

役員退職慰労引当金繰入額 2,718

その他 12,086,534

販売費及び一般管理費合計 27,350,978

営業利益 1,737,994

営業外収益  

受取利息 17,567

不動産賃貸収入 38,345

その他 34,984

営業外収益合計 90,897

営業外費用  

支払利息 122,931

不動産賃貸原価 46,888

為替差損 1,921

その他 7,892

営業外費用合計 179,634

経常利益 1,649,257

特別利益  

貸倒引当金戻入額 1,082

固定資産売却益 799

地役権設定益 12,328

事業税還付金 15,983

移転補償金 2,499

特別利益合計 32,693

特別損失  

固定資産売却損 7,893

固定資産除却損 36,481

減損損失 122,409

役員退職慰労金 37,787

店舗閉鎖損失 1,537

賃貸借契約解約損 15,905

訴訟和解金 1,261

特別損失合計 223,277

税金等調整前四半期純利益 1,458,674

㈱ジョイフル（9942）　平成21年12月期第３四半期決算短信

9



(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

法人税、住民税及び事業税 765,022

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税
額

△344,439

法人税等調整額 △28,648

法人税等合計 391,934

四半期純利益 1,066,739
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,458,674

減価償却費 1,036,825

減損損失 122,409

賞与引当金の増減額（△は減少） 344,877

受取利息及び受取配当金 △17,743

支払利息 122,931

たな卸資産の増減額（△は増加） 363,701

仕入債務の増減額（△は減少） △1,311,824

その他 △245,441

小計 1,874,409

利息及び配当金の受取額 22,094

利息の支払額 △131,882

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 152,701

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,917,323

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △2,100,000

定期預金の払戻による収入 2,550,000

有価証券の取得による支出 △200,000

有価証券の償還による収入 500,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △337,264

その他 89,642

投資活動によるキャッシュ・フロー 502,377

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △2,143,062

社債の償還による支出 △230,000

自己株式の取得による支出 △106

配当金の支払額 △560,936

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,934,105

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,402

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △515,806

現金及び現金同等物の期首残高 3,304,487

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,788,681
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結
財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 なお、当第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）については、「財務
諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣
府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適
用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

①事業の種類別セグメント情報 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

当グループはレストラン事業の売上高及び営業利益の金額が全セグメントの売上高及び営業利益
の金額の合計額の90%を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま
す。 

  

②所在地別セグメント情報 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の金額の合計額に占める割合が90％超であるた
め、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

③海外売上高 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

（1）（要約）四半期連結損益計算書 

  

 
  

「参考資料」

前年同四半期
（平成20年12月期第３四半期）

区分 金額（千円）

Ⅰ 売上高 47,604,898

Ⅱ 売上原価 16,970,145

  売上総利益 30,634,752

Ⅲ 販売費及び一般管理費 29,633,481

  営業利益 1,001,271

Ⅳ 営業外収益 160,636

Ⅴ 営業外費用 194,288

  経常利益 967,620

Ⅵ 特別利益 46,839

Ⅶ 特別損失 335,464

  税金等調整前四半期純利益 678,994

  法人税、住民税及び事業税 664,921

  法人税等調整額 △ 123,742

  四半期純利益 137,815
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（2）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 
  

前年同四半期 
（平成20年12月期第３四半期）

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前四半期純利益 678,994

  減価償却費 1,132,962

  減損損失 238,624

  退職給付引当金の減少額 △ 289,427

  賞与引当金の増加額 344,713

  受取利息及び配当金 △ 33,536

  支払利息 133,411

  たな卸資産の減少額 275,428

  仕入債務の増加額 192,859

  長期未払金の増加額 171,352

  その他 △ 40,510

  小計 2,804,873

  利息及び配当金の受取額 19,887

  利息の支払額 △ 136,288

  法人税等の支払額 △ 576,522

  営業活動によるキャッシュ・フロー 2,111,948

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  定期預金の預入支出 △ 2,800,000

  定期預金の払出収入 2,150,000

  有価証券の取得支出 △ 279,922

  有形・無形固定資産取得による支出 △ 623,269

  その他 12,184

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,541,007

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  長期借入金の借入収入 3,250,000

  長期借入金の返済支出 △ 2,147,123

  社債償還支出 △ 230,000

  自己株式の取得支出 △ 282

  配当金の支払額 △ 836,012

  財務活動によるキャッシュ・フロー 36,581

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 1,257

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（△は減少） 606,264

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 3,121,356

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 3,727,621
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（3）セグメント情報 

  

  ①事業の種類別セグメント情報 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年１月１日 至 平成20年９月30日） 

当社グループはレストラン事業の売上高及び営業利益の金額が全セグメントの売上高及び営業利

益の金額の合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

  

  ②所在地別セグメント情報 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年１月１日 至 平成20年９月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。 

  

  ③海外売上高 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成20年１月１日 至 平成20年９月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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